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連
合
審
査
会
を
開
催
滞
在
型
市
民
農
園
施
設（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）

整
備
事
業
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

◆
第
２
回
定
例
会（
６
月
）の
あ
ら
ま
し

　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
に
金
丸
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
各
議
案
の
説
明
が
さ
れ
、
名
取
泰
議
員
よ
り
、
専
決
処

分
と
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
日
と
12
日
の
代
表
質
問
・
一
般
質
問
に
は
７
会
派
の
代
表
と
６
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
、

行
政
改
革
、
防
災
、
福
祉
、
男
女
共
同
参
画
、
教
育
、
農
業
政
策
、
観
光
、
都
市
開
発
と
多
分

野
に
わ
た
り
市
政
の
状
況
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
付
託
と
な
っ
た
条
例
案
、
補
正
予
算
案
等
は
13
日
か
ら
15
日
、
お
よ
び
18
日

の
４
日
間
を
か
け
て
審
査
し
ま
し
た
。
特
に
滞
在
型
市
民
農
園
施
設
（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
見
込
ん
で
い
た
国
庫
補
助
金
が
対
象
外
と
な
り
、
財
源
更
正
と
し
て

合
併
特
例
債
を
充
当
す
る
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
連
合
審
査
会
を
開
催
し
、
多
く
の
質
問
や

意
見
を
交
わ
し
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
同
事
業
を
含
む
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
「
補
助
金
の
穴
埋
め
に
合
併
特
例
債
を

使
う
の
は
お
か
し
い
」
と
し
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
こ
れ
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
も
含
め
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
同
意
案
、
請
願
、
議

員
提
案
に
よ
る
意
見
書
等
、
全
28
案
件
に
つ
い
て
可
決
、
承
認
、
同
意
お
よ
び
採
択
し
ま
し
た
。

●連合審査会とは…議案の付託を受けた委員会が、他の関連する委員会と合同で審査するために開く会議のことをいう。
　常任委員会に付託された議案は、付託を受けた委員会が審査または調査をし意思決定をすべきであるが、議案が他の委員会の 
　所管事項に関連する場合には協議し、審査に他の委員会の委員も参加させて、連合審査会を開くことができる。
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　平成30年 第２回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表

松
野

昇
平

戸
栗

淳

三
木

充

有
野
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成

櫻
田

力

花
輪

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑

俊
秀

名
取

泰

小
池

伸
吾

中
込

恵
子

飯
野

久

斉
藤

諭

清
水

重
仁

齊
藤

博
明

河
野
木
綿
子

花
輪

進

小
林

敏
徳

深
澤

米
男

審
議
結
果

請願

意見書

起立採決を行った議案

一般会計補正予算（第１号）に対する修正案

同意

承認

その他

条例
一部改正

平成30年度
補正予算

異議なく全会一致で可決された議案等

一般会計補正予算（第１号）（原案）

◆
政
策
体
系
別
主
な
事
業

【
安
全
で
み
ど
り
豊
か
な  

人
が
つ
な
が
る
ま
ち
の
形
成
】

県
民
の
森
周
辺
施
設
（
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
）
等

再
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
７
０
万
１
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
（
一
般
）
…
…
…
３
７
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
（
自
主
防
災
）
…
２
０
０
万
円

【
と
も
に
生
き
支
え
あ
う
ま
ち
の
形
成
】

生
活
保
護
業
務
運
営
管
理
事
業
…
…
…
…
…
…
…
１
６
２
万
円

【
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
の
形
成
】

南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
…
…
…
…
８
５
９
万
４
千
円

市
単
土
地
改
良
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
８
９
万
３
千
円

【
心
豊
か
な
人
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
の
形
成
】

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
運
営
事
業
…
…
…
…
…
…
９
８
万
４
千
円

甲
西
文
化
財
調
査
事
務
所
解
体
事
業
…
…
４
，０
８
２
万
５
千
円

【
特
別
会
計
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
…
…
…
…
…
…
…
１
５
６
万
８
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
４
３
万
２
千
円
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に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
現
在
、
核
兵
器
禁
止
条
約
と
核
拡
散
防

止
条
約
が
並
立
し
て
い
る
。
核
保
有
国
の
主

な
五
カ
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
中
国
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
は
、
参
加
を
し
て
い
な
い
。
未
だ
に
同

じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
け
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

回
の
請
願
は
、
核
兵
器
廃
絶
実
現
に
日
本
が

先
頭
に
立
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
て
い
る
が
、
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
核
廃
絶
を
訴
え
る
立
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
核
兵
器
保
有
国
と
非
保
有
国
と
の
両
方

に
対
し
て
橋
渡
し
役
の
努
力
を
す
る
こ
と
が

大
事
な
役
割
と
考
え
る
」 

　

そ
こ
で
、
意
見
書
の
内
容
を
加
筆
し
て
提

出
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
異
議
な
く
請
願
は
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

　

議
案
第
61
号
の「
平
成
30
年
度
南
ア
ル
プ
ス

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）」の
う
ち
滞

在
型
市
民
農
園
施
設
整
備
事
業
に
係
る
歳
入
の

一
部
を
修
正
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、起
立

採
決
を
行
な
っ
た
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数

に
よ
り
否
決
、
原
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
条
例
案
、
そ
の
他
案
件
に
つ
い
て

は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

札
の
透
明
性

や
公
平
性
は

は
か
ら
れ
て

い
る
か
。

　
　
　

今
回

　
　
　

購
入

す
る
書
架
は

既
設
の
も
の

と
同
型
で
、

購
入
先
も
同

じ
業
者
で
あ

る
。
入
札
に
際
し
て
市
の
指
名
選
考
委
員
会

で
業
者
を
選
定
し
て
お
り
、
透
明
性
が
保
た

れ
て
い
る
。　

　
　
　

財
産
の
取
得（
救
助
工
作
車（
Ⅱ
型
））

　
　
　

に
つ
い
て
、
同
時
に
取
得
す
る
ポ
ン

プ
車
は
Ｍ
Ｔ
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
救
助
工

作
車
が
Ａ
Ｔ
で
あ
る
違
い
は
。

　
　
　

全
体
と
し
て
は
Ａ
Ｔ
の
車
両
が
主
流

　
　
　

の
状
況
だ
が
、
ポ
ン
プ
車
は
求
め
ら

れ
る
仕
様
の
場
合
、
Ａ
Ｔ
で
は
車
種
が
限
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
、
Ｍ
Ｔ
を
採
用
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
実
現
を
日
本
政
府
・
国
会

に
求
め
る
事
に
関
す
る
請
願

　

紹
介
議
員
の
松
野
昇
平
議
員
に
説
明
を
求

め
、
委
員
の
意
見
を
聞
く
中
で
、
今
回
の
請

願
の
趣
旨
に
は
、
賛
成
す
る
が
、
請
願
を
採

択
し
た
後
の
議
会
と
し
て
提
出
す
る
意
見
書

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
１
号
）

　
　
　

政
策
推
進
課
が
所
管
す
る
「《
新
規
》

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
（
一

般
）」
に
つ
い
て
、
今
回
、
田
島
区
と
小
笠

原
区
戸
田
町
が
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
何
件

の
申
請
で
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
定
さ
れ
た

の
か
。

　
　
　

７
つ
の
団
体
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

　
　
　

こ
の
事
業
が
宝
く
じ
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね

て
い
る
の
で
、
地
域
性
や
事
業
内
容
・
規
模

を
参
考
に
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
採
択
の
団
体
を
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　

防
災
危
機
管
理
室
が
所
管
す
る
「
防

　
　
　

災
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
た
め
の
情
報
と
し
て

浸
水
想
定
区
域
以
外
に
何
か
入
る
の
か
。

　
　
　

浸
水
の
引
い
て
い
く
時
間
ま
た
浸
水

　
　
　

の
量
、
深
さ
等
が
示
さ
れ
た
図
が
入

る
。

　
　
　

財
産
の
取
得
（
旧
若
草
支
所
書
架
）

　
　
　

に
つ
い
て
、
旧
若
草
支
所
内
に
設

置
す
る
可
動
式
書
架
は
既
設
の
も
の
と
同
型

か
。
ま
た
購
入
先
は
前
回
と
同
じ
と
こ
ろ
か
。

同
型
で
同
じ
業
者
か
ら
の
購
入
の
場
合
、
入

○
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
ゼ
ロ
と  

　
　
　

す
る
特
例
の
対
象
と
な
る
減
価
償
却

資
産
の
基
準
が
、
年
平
均
１
％
以
上
の
向
上

と
な
っ
て
い
る
が
、
国
の
基
準
は
３
％
以
上

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

設
備
の
指
標
が
旧
モ
デ
ル
比
で
年
１

　
　
　

％
以
上
の
向
上
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
３
％
以
上
の
向
上
を
求
め
て
い
る
の
は

中
小
企
業
の
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
の

労
働
生
産
性
で
、
国
の
基
準
と
一
致
し
て
い

る
。

常任委員会  委員長報告

総務常任委員会

●委員長／河野 木綿子　●副委員長／斉藤 諭
●委　員／有野 一成、櫻田 力、村松 三千雄
　　　　　名取 泰、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／８件

条 

例

予  

算

QＡ

QＡQ

Ａ

QＡ

QＡ

そ  

の  

他

現在の旧若草支所書架



あ
る
の
で
は
な
い
か
。
優
先
的
な
事
業
実
施

の
政
策
判
断
を
し
た
の
か
。

　
　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

　
　
　

略
の
重
点
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の

増
加
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
中
山
間
地
の
活

性
化
、
市
内
事
業
者
の
活
性
化
に
も
結
び
つ

く
事
業
で
あ
る
た
め
、
計
画
ど
お
り
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
た
。
交
付
金
は
、
財
政
上
有

利
な
財
源
と
い
う
こ
と
で
、
交
付
金
申
請
手

続
き
を
進
め
て
い
た
が
、
国
か
ら
補
助
対
象

外
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
交
付
金
に
代

わ
る
有
利
な
財
源
と
し
て
、
合
併
特
例
債
を

充
当
し
た
。
合
併
特
例
債
を
財
源
と
す
る
こ

と
で
、
発
行
可
能
残
額
は
減
少
す
る
。

　
　
　

今
回
の
財
源
更
正
で
市
の
実
質
負
担

　
　
　

は
い
く
ら
増
え
る
の
か
。

　
　
　

新
た
に
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
分

　
　
　

と
、
合
併
特
例
債
に
振
り
替
え
た
内
、

30
％
相
当
分
の
合
計
１
千
５
百
99
万
５
千
円

が
実
質
の
市
の
負
担
分
と
な
る
。
な
お
、
合

併
特
例
債
を
充
当
で
き
な
い
５
％
分
は
す
で

に
６
月
補
正
で
一
般
財
源
に
入
っ
て
い
る
。

《
意
見
》
国
が
早
め
に
交
付
金
実
施
要
綱
の

改
正
案
を
公
表
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
か
ら
の
確
認
作
業
が
な
さ
れ
て
な
い
こ
と

は
、
危
機
管
理
意
識
が
甘
か
っ
た
と
し
か
思

え
な
い
。
常
に
高
い
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

─  ５  ─

　
　
総
務
・
産
業
土
木
常
任
委
員
会
合
同

◆
連
合
審
査
会
◆

「
滞
在
型
市
民
農
園
施
設
整
備
事
業
」
に

係
る
歳
入
に
つ
い
て

　
　
　

３
月
28
日
付
で
改
正
さ
れ
た
交
付
金 

　
　
　

実
施
要
綱
に
つ
い
て
、
内
容
を
的
確

に
把
握
し
、
国
と
や
り
取
り
し
て
い
た
か
。

　
　
　

市
で
は
、
改
正
後
の
要
綱
に
お
い
て  

　
　
　

も
引
き
続
き
交
付
金
の
対
象
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
３
月
16
日
に
は
国
の
指

示
に
よ
り
交
付
金
申
請
の
前
提
と
な
る
「
活

性
化
計
画
等
」
を
国
へ
提
出
し
、
そ
の
後
も

３
月
末
ま
で
関
東
農
政
局
の
担
当
者
と
申
請

に
向
け
事
務
作
業
を
行
っ
て
い
た
。 

　
　
　

４
月
４
日
に
、
国
の
担
当
者
か
ら
交

　
　
　

付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
指
摘
さ

れ
、
す
ぐ
に
納
得
し
た
の
か
。
交
付
金
の
対

象
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
な
ら
、
納
得
い

く
ま
で
交
渉
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
　

市
で
も
納
得
い
か
な
か
っ
た
の
で
、

　
　
　

何
度
か
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
国

の
説
明
で
は
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
拡
充
事

業
の
み
で
は
交
付
金
事
業
に
該
当
せ
ず
、
国

が
推
奨
し
て
い
る
農
泊
と
絡
め
る
こ
と
で
交

付
金
の
対
象
と
な
る
と
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

今
後
も
国
に
対
し
説
明
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　

今
回
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

　
　
　

予
算
配
分
上
他
の
事
業
へ
の
影
響
が

　
　
　

農
林
土
木
課
が
所
管
す
る
「
県
営
土

　
　
　

地
改
良
事
業
」
に
つ
い
て
、
設
計
監

理
の
内
容
は
。

　
　
　

土
地
改
良
連
合
会
に
委
託
し
て
土
地

　
　
　

の
区
画
整
理
や
道
水
路
の
配
置
を
行

う
。
監
理
に
つ
い
て
は
、
作
業
の
進
行
に
合

わ
せ
て
圃
場
の
形
状
等
の
打
合
せ
を
行
う
。

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
１
号
）

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
南
ア
ル

　
　
　

ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
」
に           

つ
い
て
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
加
温
ハ
ウ

ス
新
設
事
業
費
は
２
分
の
１
が
県
補
助
だ
が
、

残
り
は
誰
の
負
担
と
な
る
か
。

　
　
　

事
業
主
の
負
担
と
な
る
。

　
　
　

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
が
所

　
　
　

管
す
る
「
県
民
の
森
周
辺
施
設
（
エ
コ

パ
伊
奈
ヶ
湖
）
等
再
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
の
素
材
は
。

　
　
　

木
材
を
基
本
と
す
る
。
県
有
林
、
保

　
　
　

安
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
も
再
利
用
し
て
整
備
す
る
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／清水 重仁　●副委員長／矢﨑 俊秀
●委　員／深澤 米男、花輪 進、齊藤 博明
　　　　　野中 國幹、花輪 幸長

●当委員会に付託された案件／１件

産業土木常任委員会

フィールドアスレチックを整備予定の北伊奈ヶ湖

予  

算
QＡ

QＡ

QＡ

Ａ

Q

Ａ

QＡ

Q

　

補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し

た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

土地改良事業により整備された圃場（ほじょう）

Ａ Q

ほ 

じ
ょ
う



　
　
　

生
涯
学
習
課
が
所
管
す
る
「
ス
ポ
ー

　
　
　

ツ
推
進
委
員
運
営
事
業
」
に
つ
い
て
、

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化
助
成
金
と

は
、
ど
の
よ
う
な
団
体
か
ら
の
助
成
金
な
の

か
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
位
置
付

け
は
。　
　
　

　
　
　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

　
　
　

ー
の
助
成
金
で
あ
り
、
推
進
委
員
は

市
の
委
嘱
に
よ
り
、
生
涯
学
習
課
が
所
管
し

て
い
る
。

　
　
　

同
事
業
に
つ
い
て
、
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル

　
　
　

教
室
を
開
催
す
る
経
費
と
の
こ
と
だ

が
、
需
用
費
の
内
訳
は
。　

　
　
　

経
費
の
内
訳
と
し
て
は
、
消
耗
品
と

　
　
　

し
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
、
ゴ
ー

ル
、
キ
ー
パ
ー
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
ブ
、

ウ
ェ
ア
、膝
あ
て
、肘
あ
て
等
が
あ
る
。今
回
、

こ
の
競
技
を
初
め
て
導
入
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
そ
ろ
え
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
は
評
価
す
る

が
、
市
内
各
自
治
会
に
は
地
区
体
育
協
会
が

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
地
区
体
協
の

業
務
分
担
や
分
掌
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、

教
育
委
員
会
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
確
認
や
研
究
を
し
て

ほ
し
い
。

─  ６  ─

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
１
号
）

　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
社

　
　
　

会
福
祉
協
議
会
運
営
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
、
成
年
後
見
制
度
の
今
後
の
利
用
の

見
込
み
は
。　

　
　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
寄
り
の

　
　
　

な
い
方
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
、

成
年
後
見
制
度
へ
の
適
切
な
呼
び
か
け
の
体

制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

常任委員会  委員長報告

厚生文教常任委員会

●委員長／中込 恵子　●副委員長／小池 伸吾
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、三木 充
　　　　　北村 千代子、飯野 久

●当委員会に付託された案件／７件

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
だ
け
、
若   

　
　
　

草
や
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
比

べ
て
、
開
館
時
間
が
30
分
遅
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　

白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
施
設
管    

　
　
　

理
の
所
管
が
市
立
図
書
館
と
な
る
の

で
、
図
書
館
の
開
館
時
間
に
あ
わ
せ
た
た
め

で
あ
る
。

　
　
　

小
研
修
室
３
室
の
内
、
１
室
の
み
使

　
　
　

用
料
が
違
う
理
由
は
。

　
　
　

部
屋
の
面
積
に
応
じ
て
料
金
設
定
し

　
　
　

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

条
例
案
、
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
慎

重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

予  

算

QＡQ

QＡ

QＡ

Ａ

生涯スポーツの普及のため新たに導入するフロアボールのようす

条 

例

要  

望

７月５日にオープンした白根生涯学習センター

市内で生涯スポーツや軽スポーツの普及に取り組む
スポーツ推進委員

QＡ

図書館

研修室



─  ７  ─

ド
ロ
ー
ン（
無
人
小
型
Ｕ
Ａ
Ｖ
）

の
活
用

　
　
　

空
の
産
業
革
命
と
い
わ
れ
、
鳥
獣
対

　
　
　

策
や
物
流
、
防
災
な
ど
へ
の
多
面
的

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
に
関

し
、
市
と
し
て
も
そ
の
活
用
を
研
究
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　
　

ド
ロ
ー
ン
は
空
の
産
業
革
命
と
言  

　
　
　

わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
非
常
に
分

野
が
広
く
、
有
効
的
な
活
用
も
大
い
に
期

待
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
現

在
技
術
革
新
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

現
在
、
国
の
ほ
う
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、
消
防
災
害
分
野
で
あ
る
。
総
務
省

の
消
防
庁
に
お
い
て
は
、
昨
年
ド
ロ
ー
ン

に
関
し
て
、
各
都
道
府
県
に
無
償
貸
与
と

講
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
が
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
の
成
長
産

業
と
い
う
こ
と
で
、
方
向
性
を
踏
ま
え

た
中
で
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
、
市
と
し

て
は
国
の
そ
う
い
っ
た
動
向
を
確
実
に

キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
、
取
り
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

国
の
方
針
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る

分
野
に
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
的
な
面
も

踏
ま
え
た
中
で
、
市
と
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

合
病
院
へ
振
り
分
け
の
抑
制
な
ど
地
域
の

在
宅
医
療
体
制
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
も

目
指
し
て
い
る
。

　

初
期
救
急
、
２
次
救
急
に
お
い
て
は
市

民
の
利
用
し
や
す
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
適
切

な
医
療
を
適
切
に
提
供
で
き
る
仕
組
み
作

り
が
求
め
ら
れ
る
。
行
政
も
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
市
の
初
期
救
急
体
制

　
　
　

本
市
に
お
け
る
初
期
救
急
の
現
状   

　
　
　

と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
お
い

　
　
　

て
、
地
域
で
適
切
に
対
応
で
き
る

救
急
医
療
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
益
々
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

現
在
、
山
梨
県
で
は
、
甲
府
市
医
師
会

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
広
域
化
を
す
す

め
て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
世

帯
が
増
加
す
る
中
、
緊
急
時
に
甲

府
市
伊
勢
町
ま
で
自
ら
が
運
転
し

て
行
く
交
通
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
県

に
対
し
て
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
内

に
も
初
期
救
急
体
制
を
堅
持
で
き

る
よ
う
な
体
制
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、「
健
康
医
療
体

制
の
在
り
方
検
討
会
」
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
所
を
利
用
し
て

の
当
番
制
で
は
な
く
、
準
夜
帯
か

ら
白
根
徳
洲
会
病
院
と
巨
摩
共
立

病
院
を
拠
点
病
院
と
し
て
実
施
す

る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
市
民
に
と
っ
て
は
利

便
性
の
向
上
、
こ
れ
ま
で
の
当
番

制
の
課
題
で
も
あ
っ
た
専
門
外
の

医
師
が
当
番
と
な
っ
た
場
合
の
総

●代表質問

　 松野  昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

充実した初期救急医療体制を！
◇市内初期救急医療体制を堅持。さらに 2 病院拠点化で推進。

ドローン（無人小型 UAV）の活用を！
◇ドローンの将来性に注目。消防災害分野への活用など検討していく
　必要がある。

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！



─  ８  ─

　
　
　
「
空
の
産
業
革
命
」
と
も
呼
ば
れ
る

　
　
　

ド
ロ
ー
ン
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
活

用
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
災
害
現
場
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
や
、
平
常
時
に
は
災
害

危
険
個
所
の
調
査
な
ど
防
災
面
で
の
活
用
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。
防
災
活
動
の
充
実
の
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
研
究

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
は
、
災

　
　
　

害
現
場
で
の
情
報
収
集
な
ど
に
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
減
災
・
防
災
対

策
全
般
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　

消
防
庁
は
、
今
後
、
消
防
本
部
等
に
お
い

て
ド
ロ
ー
ン
の
需
要
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
１

月
に
「
消
防
防
災
分
野
に

お
け
る
無
人
航
空
機
の
活

用
の
手
引
き
」
を
作
成
し

公
表
し
て
い
る
。
今
後
、

航
空
法
と
の
整
合
性
を
図

る
な
か
で
、
ド
ロ
ー
ン
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
と
と
も
に
、
ド

ロ
ー
ン
を
扱
う
民
間
事
業

者
等
と
の
災
害
協
定
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

多
種
多
様
な
危
機

　
　
　

事
案
に
も
れ
な
く
、

災
害
即
応
体
制
の

充
実
・
強
化

　
　
　

山
梨
県
は
平
成
30
年
３
月
、
平
成
29

　
　
　

年
11
月
に
気
象
庁
が
変
更
し
た
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る
対
応
を
踏
ま
え
て
県

地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

内
容
等
を
踏
ま
え
て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
災
害
即
応
体

制
の
充
実
を
は
か
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

　
　
　

山
梨
県
は
、
今
年
３
月
に
国
の
中
央

　
　
　

防
災
会
議
「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地

震
観
測
・
評
価
に
基
づ
く
防
災
対
応
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
」
の
報
告
を
踏
ま
え
、
山
梨
県

地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
本
市
は
、
当
面
の
対
応
と

し
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報
」

発
表
時
の
「
職
員
の
配
備
基
準
」、「
災
害
対

策
本
部
の
体
制
」、「
幼
児
、
児
童
生
徒
の
保

護
活
動
」
等
に
つ
い
て
「
地
域
防
災
計
画
」

と
は
別べ

つ
よ
う葉

に
作
成
し
、
５
月
に
開
催
し
た

本
市
の
防
災
会
議
の
承
認
を
得
て
い
る
。

　

現
在
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
対
す
る
新
た
な
防
災
対
策
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
新
た
な
防
災
対
策
が
定
め
ら
れ

た
時
点
で
、
本
市
の
「
地
域
防
災
計
画
」
の

修
正
を
行
う
。

　
　
　

　 櫻田  力 議員
（未来の風）

討議の
焦 点

Ａ Q

災害即応体制の強化と多種多様な危機事案にもれなく
対応可能な危機管理体制の構築を！
◇「南海トラフ地震に関する情報」発表時の対応策を新たに作成した。
　ドローンの災害現場等での活用方法と、多種多様な危機事案に対応可能な
　危機管理組織のあり方については調査研究を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！
 

迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
消
防
・
防
災
・
防
犯
を
別
々

の
所
管
部
局
が
担
当
す
る
現
在
の
体
制
か

ら
、
こ
れ
ら
の
危
機
事
案
に
一
元
的
に
対
応

す
る
体
制
へ
と
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、
消
防
に
つ
い
て
は
消
防
本
部

　
　
　

が
、
防
災
に
つ
い
て
は
総
務
部
が
、

防
犯
に
つ
い
て
は
市
民
部
が
所
管
し
て
い

る
。

　

組
織
は
、
そ
の
目
的
に
最
も
適
合
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
運
営
す
る
必

要
が
あ
る
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

発
揮
で
き
る
組
織
運
営
を
行
う
た
め
、
組
織

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

QQ Ａ

Ａ



る
。
ま
た
、
班
員
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
愛
育
班
員
証
の
作
成
を
考
え
て
い
る
。
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
団
体
活
動
の
観

点
か
ら
、
将
来
的
に
必
要
で
あ
れ
ば
愛
育
会

設
置
要
綱
等
の
整
備
も
検
討
し
て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
愛
育
会
活
動
の
「
声
掛
け
」

を
充
実
し
、
行
政
と
連
携
し
て
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
本
庁
舎
耐
震
棟

○「
幸
せ
実
感
！

　

南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
」

─  ９  ─

　 北村  千代子 議員
（市民クラブ）

討議の
焦 点

は
15
の
小
学
校
区
す
べ
て
に
「
協
議
体
」
を

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

愛
育
会
組
織
と
活
動
支
援

　
　
　

愛
育
会
の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
が

　
　
　

お
互
い
に
声
掛
け
、
見
守
り
を
行
い
、

健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
始

ま
っ
た
。
現
在
の
活
動
内
容
は
広
域
に
な
り
、

役
員
に
な
る
と
組
織
と
し
て
の
活
動
、
会
議
、

研
修
会
等
で
保
健
所
や
県
に
出
か
け
る
こ
と

が
多
く
、
仕
事
と
の
兼
ね
合
い
が
つ
か
ず
、

役
員
と
し
て
苦
慮
し
て
い
る
の
が
実
態
。
ま

た
高
齢
に
よ
り
活
動
が
で
き
な
い
と
の
理
由

も
重
な
り
、
連
鎖
反
応
的
に
愛
育
会
の
脱
退

が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
現
在

は
高
齢
者
の
見
守
り
が
多
く
な
り
、
住
民
全

体
の
見
守
り
、
声
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
市
で
は
愛
育
会
組
織
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

愛
育
会
の
声
掛
け
や
見
守
り
の
活
動

　
　
　

は
、
地
域
支
援
の
一
つ
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
活
動
で
あ
る
。
し
か

し
町
村
や
保
健
所
の
合
併
な
ど
愛
育
会
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
わ
り
、
連
合
と
し
て
の
活

動
も
求
め
ら
れ
、
本
来
の
地
域
の
声
か
け
活

動
に
加
え
、
役
員
に
と
っ
て
は
愛
育
会
活
動

は
大
き
い
負
担
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
、
活
動
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
保

健
所
管
内
愛
育
連
合
会
、
山
梨
県
愛
育
連
合

会
と
の
つ
な
が
り
の
見
直
し
を
始
め
て
い

安
心
し
て
住
み
や
す
い

南
ア
ル
プ
ス
市
を
目
指
し
た

環
境
づ
く
り
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　
　

２
０
２
５
年
問
題
と
称
し
て
、
何
年

　
　
　

も
前
か
ら
高
齢
者
社
会
に
向
け
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と

い
わ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
制
度
や
分

　
　
　

野
を
超
え
た
「
福
祉
総
合
相
談
体
制
」

を
掲
げ
、
全
世
代
に
わ
た
る
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
と
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、
本
年
３
月
「
南
ア
ル
プ
ス

市
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

こ
の
事
業
の
深
化
と
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
を
見
据

え
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
、
新
た
な
認
知

症
見
守
り
事
業
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

さ
ら
に
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し

て
、
地
域
住
民
に
よ
る
支
え
あ
い
意
識
の
醸

成
を
図
り
、
地
域
の
課
題
を
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
地
域
自
ら
が
行
動
す
る
た

め
の
「
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
」
の
設
置
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
末
に

Ａ Q

少子高齢化社会に向けた地域包括ケアシステム構築の
具体的取り組みは？
◇地域包括支援センターの強化と「地域支えあい協議体」の設置に積極的に
　取り組む。

愛育会組織の充実に向け、市の位置づけと支援は？
◇愛育会活動の「声掛け」を充実し、行政と連携して
　健康づくりを推進する組織として支援する。

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

QＡ

離乳食教室での託児支援



協
力
を
頂
き
、
方
針
を
紡
い
だ
結
果
、
民

設
民
営
を
基
本
と
し
、
市
が
土
地
を
一
元

管
理
し
、「
自
然
環
境
、
農
と
食
、
人
々
の

営
み
、
歴
史
・
文
化
な
ど
、
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
広
範
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
拠
点
を
、
優

良
企
業
の
誘
致
に
よ
り
創
出
し
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
地
域
経
済
を
活
性

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
財
源
を
確
保

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
」
こ
と
が
、
私
の
考
え
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
南
ア
ル
プ
ス
市
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　

使
途
不
明
金

─  10  ─

た
時
点
で
企
業
募
集
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

旧
完
熟
農
園
に
つ
い
て

　
　
　

完
熟
農
園
を
潰
し
た
後
、「
こ
の
土
地

　
　
　

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
」
と
言

う
考
え
を
一
度
も
聞
い
て
い
な
い
。
市
長
の

考
え
は
。

　
　
　

完
熟
農
園
の
運
営
会
社
が
、
資
金

　
　
　

シ
ョ
ー
ト
に
陥
り
、
運
転
資
金
が

枯
渇
し
て
経
営
が
破
綻
し
た
も
の
で
、
私

が
「
潰
し
た
」
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
活

性
化
の
た
め
、
市
の
拠
点
と
な
る
集
客
交

流
施
設
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

　

６
次
化
拠
点
整
備
事
業
検
証
委
員
会
な

ど
、
有
識
者
や
専
門
家
、
関
係
機
関
の
ご

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

新
産
業
拠
点
整
備
事
業

　
　
　

5
月
22
日
の
説
明
会
の
時
点
で
、
保

　
　
　

留
と
協
力
し
な
い
が
14
名
、
相
続
発

生
が
8
名
い
る
が
、
地
権
者
１
１
３
名
全
員

の
協
力
が
な
く
て
も
再
開
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　

市
は
旧
完
熟
農
園
跡
地
を
、
検
討

　
　
　

委
員
会
等
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、

農
業
を
含
む
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
産

業
拠
点
と
し
て
、
企
業
誘
致
に
よ
る
再
開

発
を
行
い
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と

経
済
活
性
化
に
資
す
る
事
業
を
考
え
て
い

る
が
、
推
進
に
必
要
な
地
権
者
と
の
同
意

は
、
予
想
以
上
に
相
続
案
件
が
発
生
し
、

新
た
な
相
続
関
係
人
の
確
定
や
交
渉
に
時

間
を
要
し
て
い
る
。
同
意
を
得
ら
れ
な
い

地
権
者
の
土
地
が
縁
辺
部
で
あ
れ
ば
計
画

か
ら
除
外
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

　
　
　

再
開
に
向
け
て
地
権
者
全
て
の
合
意

　
　
　

も
、
ま
た
募
集
要
項
も
設
定
し
て
い

な
い
の
に
、
7
月
か
ら
企
業
の
募
集
を
行
う

の
か
。

　
　
　

議
員
へ
の
説
明
で
は
、
６
月
中
に
地

　
　
　

権
者
の
同
意
を
と
り
、
７
月
よ
り
企

業
募
集
の
予
定
と
し
た
が
、
予
想
外
に
相
続

案
件
が
発
生
し
、
相
続
関
係
人
の
確
定
と
交

渉
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
同
意
が
得
ら
れ

　 小林  敏徳 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ Q

地権者全員の協力がなくても再開は可能なのか？
◇縁辺部であれば計画から除外して事業を進めることもできる。

12ha 一括管理でなくても再開可能か？
◇縁辺部を除外して、県との協議で事業を進めることも可能。

完熟農園跡地利用の市長のビジョンは？
◇民設民営、市が土地を一元化、地域資源活用などで
　地域活性化。

Ａ Q

地域経済活性化
◆南アルプス IC 新産業拠点整備事業が目指すイメージ図



は
し
か（
麻
疹
）の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助
成

　
　
　

沖
縄
県
や
愛
知
県
な
ど
で
、
３
月
以

　
　
　

降
、
は
し
か
（
麻
疹
）
の
発
生
が
相

次
い
で
い
る
。
本
市
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

１
回
し
か
受
け
て
い
な
い
、
も
し
く
は
１
度

も
受
け
て
い
な
い
市
民
を
対
象
と
し
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助
成
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
　
　

は
し
か
の
定
期
予
防
接
種
は
昭
和
53

　
　
　

年
か
ら
始
ま
り
、
平
成
18
年
か
ら
は

「
麻
疹
と
風
疹
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
が
定
期

予
防
接
種
に
導
入
さ
れ
た
。

　

現
在
で
は
免
疫
を
獲
得
す
る
に
は
２
回
の

接
種
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
定
期
接

種
が
１
回
の
期
間
、
ま
た
時
限
措
置
と
し
て

２
回
目
の
接
種
も
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ

り
、
正
確
な
接
種
状
況
を
市
で
把
握
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
今
回
の
感
染
者
の
中
に
は
、

２
回
接
種
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
感
染
し
た
方

も
い
る
。

　

幸
い
、
山
梨
県
で
は
ま
だ
、
は
し
か
の
感

染
は
広
が
っ
て
い
な
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
す
る
際
は
、
ご
自

身
に
免
疫
が
あ
る
の
か
無
い
の
か
確
認
を

し
、
接
種
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
副
反
応
の
観

点
か
ら
も
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

任
意
に
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

─  11  ─

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

成
28
年
度
か
ら
今
後
30
年
間
で
、
延
床
面
積

の
総
量
を
約
20
％
、
５
万
５
千
㎡
を
削
減
す

る
計
画
と
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
集
中
取
り
組
み
期
間
終
了
後
に
、

公
共
施
設
白
書
の
改
定
を
行
い
、
そ
の
後
に

公
共
施
設
再
配
置
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
見

直
し
て
い
く
。

　

今
後
は
、
施
設
総
量
の
抑
制
を
基
本
と
し

つ
つ
、
施
設
の
目
的
、
機
能
、
さ
ら
に
は
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
更
新
、
長

寿
命
化
、
統
廃
合
や
譲
渡
等
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
施
設
の
再
配
置

　
　
　

現
在
、
集
中
取
り
組
み
期
間
と
し
て

　
　
　

実
施
し
て
い
る
が
、
改
め
て
、
行
財

政
改
革
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
、
再
配
置
の

目
的
を
伺
う
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
、
公
共
施
設
再
配
置

　
　
　

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
第
３
次

行
政
改
革
大
綱
基
本
方
針
「
行
政
経
営
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
」
の
中
に
「
公
共
施
設
の
見

直
し
」
の
項
目
を
設
け
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。

　

戦
後
の
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
、
こ
れ
か
ら
大

量
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
現
在
の

３
８
４
施
設
を
こ
の
ま
ま
同
じ
規
模
で
持
ち

続
け
る
こ
と
は
財
政
面
か
ら
極
め
て
困
難
な

状
況
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
集
中
取
り
組
み

期
間
と
位
置
づ
け
、
今
後
の
公
共
施
設
の
更

新
費
用
の
削
減
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

再
配
置
を
行
う
に
あ
た
り
、
本
来
、

　
　
　

施
設
の
総
数
を
減
ら
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
向
性
と
、

進
め
方
は
。　
　
　

　
　
　

平
成
28
年
５
月
に
策
定
し
た
公
共
施

　
　
　

設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ
る
と
、
平

　 小池  伸吾 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

行財政改革における公共施設再配置の位置づけと
本来の目的は？
◇行政改革の最重要課題であり、今後の公共施設の更新費用の削減による
　財政負担の軽減に取り組む。

今後の方向性と進め方は？
◇30 年間で５万５千㎡削減を計画とし、
　今後更新・長寿命化・統廃合・譲渡等を行う。

Ａ Q

再配置された各サービスセンターのようす

Ａ Q

芦安窓口サービスセンター

若草窓口サービスセンター

八田窓口サービスセンター
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い
る
市
町
村
の
状
況
等
を
勘
案
し
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
推
進

　
　
　

第
２
次
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

　
　
　

く
施
策
の
啓
発
・
推
進
が
う
た
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
と
目
指
す
べ
き
方
向

は
。

　
　
　

第
１
次
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
の
内
容

　
　
　

に
つ
い
て
現
状
に
即
し
た
見
直
し
を

図
り
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
個
と
し
て
輝
き
、
家

庭
、
地
域
、
職
場
等
で
共
に
参
画
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
が
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
家

　
　
　

庭
、
地
域
、
職
場
等
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
の
成
果
と
プ
ラ
ン
の
数
値
目

標(

41
項
目)

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
男
女

　
　
　

差
別
を
感
じ
て
い
な
い
市
民
の
割
合

が
増
え
て
い
る
。
41
項
目
全
体
の
68
％
で
数

値
目
標
の
７
割
を
越
え
て
お
り
、
徐
々
に
効

果
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　

数
値
や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
そ
う
で
あ
っ

　
　
　

て
も
女
性
自
治
会
長
は
ゼ
ロ
、
市
役

所
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
の
低
さ
、

女
性
市
議
会
議
員
が
増
え
な
い
等
、
本
市
の

女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
な

い
。
も
っ
と
主
体
的
に
工
夫
し
て
進
め
て
ほ

し
い
。

　

本
気
度
を
表
す
た
め
「
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
　

推
進
本
部
、
推
進
会
議
を
中
心
に
よ

　
　
　

り
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
は
指
摘
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
。

移
住
・
定
住
希
望
者
支
援
対
策

　
　
　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め

　
　
　

ら
れ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、

そ
の
成
果
は
。

　
　
　

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励

　
　
　

金
の
交
付
件
数
は
平
成
29

年
度
で
80
件
（
市
外
33
件
・
市
内
47

件
）、
空
き
家
バ
ン
ク
契
約
数
は
９

件
（
県
外
１
件
・
市
外
２
件
・
市
内

６
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
５

月
18
日
に
東
京
都
新
宿
区
で
開
催

さ
れ
た
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
を
対
象
に
し
た
就

職
フ
ェ
ア
（
地
元
参
加
企
業
24
社
）
に
は
34

名
が
参
加
し
、
平
成
30
年
度
は
ま
だ
結
果
が

分
っ
て
い
な
い
が
、
平
成
29
年
度
は
41
名
が

参
加
し
て
内
定
者
11
名
を
達
成
し
て
い
る
。

今
後
も
同
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
移
住
・
定
住
施
策
を
積
極
的

に
発
信
し
、
移
住
・
定
住
増
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
都
有
楽

町
に
あ
る
「
や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
も
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
　

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
希
望
者
の
就    

　
　
　

職
や
住
環
境
等
の
相
談
に
直
接
応
じ

る
市
独
自
の
専
門
員
を
配
置
す
る
考
え
は
。

　
　
　

移
住
・
定
住
相
談
員
の
配
置
に
つ
い

　
　
　

て
は
今
後
の
移
住
・
定
住
ニ
ー
ズ
や

財
政
負
担
、
更
に
専
門
相
談
員
を
設
置
し
て

　 有野  一成 議員
（民生クラブ）

討議の
焦 点

Ａ QＡ

Q

 　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Q Ａ

人口減対策としての移住・定住支援事業の成果は！
◇成果は上がっており同事業は継続していく。専門相談員の配置を検討する。

少子化対策としての男女共同参画は進んでいるか？
◇推進の効果は徐々に表れている。男女共同参画推進センターの
　設置を検討する。

Q

ＡQＡ
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と
考
え
る
。
そ
れ
を
積
み
上
げ
る
事
で
小

中
一
貫
教
育
が
完
成
で
き
る
と
考
え
る
。

地
域
崩
壊
の
予
防
を

　
　
　

婦
人
会
も
無
く
な
っ
て
久
し
く
、
愛

　
　
　

育
会
か
ら
脱
退
す
る
地
域
も
あ
り
、

組
（
自
治
会
）
を
抜
け
て
し
ま
う
住
民
の
方

も
い
る
。
消
防
団
員
も
成
り
手
が
少
な
く
、

地
域
崩
壊
も
他
人
事
で
は
な
い
と
感
じ
る
。

　

そ
ん
な
中
、「
地
域
に
元
気
を
！
団
結
力

を
！
」
と
頑
張
っ
て
い
る
方
々
も
大
勢
い
る
。

地
域
崩
壊
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
皆

さ
ん
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
を
財
政
面
で
応
援
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　

社
会
構
造
の
変
化
や
核
家
族
化
の

　
　
　

進
展
に
よ
り
、
地
域
社
会
と
の

密
接
度
や
関
わ
り
が
現
代
社
会
で
は
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
が
、
市
内
に
お
い
て
は
自
治

会
や
市
民
が
中
心
と
な
り
、
地
域
に
元
気

を
与
え
、
人
々
の
絆
を
深
め
よ
う
と
す
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
各
地
域
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
へ
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
に
対
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進
を
目
的
に
自

治
会
活
動
交
付
金
を
支
給
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
一
部
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

●代表質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

小
中
学
校
９
年
間
の
教
育
課
程
を

　
　
　

編
成
し
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も

中
学
校
区
毎
の
取
り
組
み
に
な
る
。
本
市

に
置
い
て
は
、
７
つ
の
中
学
校
で
小
中
一

貫
教
育
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
の
目
指
す
先
は
、
９

　
　
　

年
制
の
一
貫
教
育
学
校
だ
と
考
え
る

が
、
本
市
で
も
、
そ
の
方
向
に
向
か
う
の
か
。

　
　
　

本
市
が
目
指
す
の
は
義
務
教
育
学

　
　
　

校
も
あ
る
が
、
分
離
型
で
の
一
貫

教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。
小
中
一
貫
教

育
と
は
、
小
中
連
携
の
延
長
型
・
発
展
型

小
中
一
貫
教
育
へ
の
不
安

　
　
　

本
市
の
学
校
教
育
は
現
在
小
中
一
貫

　
　
　

教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
だ
手

探
り
の
状
態
で
は
あ
る
が
芦
安
地
区
の
小
中

学
校
、
お
よ
び
八
田
地
区
の
小
中
学
校
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

本
当
に
こ
の
一
貫
教
育
を
推
し
進
め
る
の

か
、
改
め
て
も
う
一
度
今
後
の
進
め
方
・
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

芦
安
小
中
学
校
、
八
田
小
中
学
校
に

　
　
　

お
い
て
は
、
小
中
学
校
で
連
携
し
、

研
究
と
実
践
を
重
ね
、
小
中
一
貫
型
小
学
校
・

中
学
校
開
校
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　

本
年
７
月
に
は
、
学
校
評
議
員
や
学
区
の

有
識
者
、
保
護
者
等
で
組
織
さ
れ
る
小
中
一

貫
教
育
推
進
協
議
会
の
立
ち
上
げ
を
行
う
計

画
で
、
年
内
に
は
教
育
委
員
会
と
し
て
、
南

ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の
方

針
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

芦
安
小
中
学
校
、
八
田
小
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
先
行
事
例
と
し
、
市
内
全

小
中
学
校
に
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、
南

ア
ル
プ
ス
市
の
教
育
の
質
を
高
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

　
　
　

芦
安
・
八
田
以
外
の
小
中
学
校
の
学

　
　
　

区
が
同
一
で
な
い
地
域
の
一
貫
教
育

へ
の
対
応
は
。

　 三木  充 議員
（市民創政の会）

討議の
焦 点

Ａ Q

小中一貫教育を推し進めるのか？
◇小中一貫型小学校・中学校開校に向けた取り組みを進めている。

地域崩壊も他人事ではない。地域づくりの応援を！
◇「自治会活動交付金」の一部を活用いただきたい。

Ａ Q

Q

ＡＡ Q
■義務教育学校と併設型小中一貫型小学校・中学校の違い

芦安小中一貫校 八田小中一貫校
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サ
ポ
ー
ト
の
利
用
料
を
全
額
補
助
し
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　

こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

で
、
市
外
の
方
も
２
名
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

今
後
市
内
全
域
に
広
め
て
い
く
考
え
は
。

　
　
　

市
が
市
民
農
園
を
開
設
す
る
と
な
れ
ば

　
　
　

当
然
、
汗
か
き
農
園
と
同
等
の
施
設
・

面
積
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
現
状
の
汗
か
き

農
園
に
も
３
割
強
の
空
き
が
あ
り
市
内
全
域
に

広
め
て
い
く
考
え
は
な
い
。
利
用
率
向
上
も
目

的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
行
く
。

広
河
原
山
荘
移
転
・
新
設

　
　
　

設
計
内
容
が
提
示
さ
れ
た
が
山
小
屋
と

　
　
　

は
い
え
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　

汗
か
き
農
園
の
現
状
と
利
用
状
況
は
。

　
　
　

汗
か
き
農
園
は
非
農
業
者
に
土
地
を
提   

　
　
　

供
し
収
穫
の
喜
び
、
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
遊
休
農
地
の
有
効

活
用
を
目
的
に
平
成
６
年
白
根
百
々
地
区
に
開

設
さ
れ
た
。

　

総
面
積
約
５
千
㎡
で
区
画
面
積
約
２
千
６
百

㎡
が
74
区
画
に
分
類
さ
れ
、他
に
休
息
室
、物
置
、

ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
給
水
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
の
利
用
状
況
は
51
区
画
、
１
千
６
百
㎡

程
で
利
用
率
は
63
％
で
あ
り
、
利
用
者
数
は
こ

こ
数
年
来
市
内
北
部
の
方
を
中
心
に
30
人
程
度

汗かき農園（市民農園）
に対する取り組み

花輪 幸長 議員
（市民クラブ）

　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
前
提
と
し
て
、　

　
　
　

状
況
を
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
自
ら
発
信
す

　
　
　

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
現
状
を
十
分

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

捉
え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
今
後
も
引
き
続

き
、
総
合
相
談
体
制
の
中
で
個
々
の
事
例
を
通

じ
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
実
態
の
把
握
を
進
め
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
時
間
の
改
善

　
　
　

長
期
休
み
期
間
中
の
開
所
時
間
の
繰
り

　
　
　

上
げ
に
つ
い
て
、
現
在
は
難
し
い
と
の

名取 泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

子どもの貧困対策

質疑の
主 題

質疑の
主 題

こ
と
だ
が
、
前
回
の
質
問
の
際
に
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

を
活
用
す
る
場
合
、
市
の
補
助
を
含
め
て
も
１

時
間
６
０
０
円
か
か
る
。
夏
休
み
中
に
朝
の
送

り
の
際
に
１
時
間
利
用
し
、
仮
に
20
日
お
願
い

す
れ
ば
月
１
２
，０
０
０
円
の
負
担
と
な
る
。
所

得
非
課
税
の
ひ
と
り
親
家
庭
は
１
時
間
４
０
０

円
で
も
、
８
，
０
０
０
円
か
か
る
。
夏
休
み
中

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
５
，
０
０
０
円

に
加
え
て
大
き
な
負
担
と
な
る
。
開
所
時
間
の

繰
り
上
げ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
状

況
が
解
決
す
る
ま
で
の
間
、
開
所
時
間
の
繰
り

上
げ
を
希
望
す
る
ご
家
庭
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

Ａ Q Ａ Q

Ａ

Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

　
　
　

近
年
の
山
荘
利
用
者
は
北
岳
登
山
客     

　
　
　

が
95
％
を
占
め
、
残
り
は
周
辺
の
山
々

の
登
山
者
で
、
一
般
観
光
客
の
利
用
は
わ
ず
か

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
新
築
に
向
け
た
基
本

設
計
は
登
山
者
が
利
用
す
る
山
荘
と
位
置
付

け
、
そ
れ
に
新
た
な
機
能
を
付
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
移
転
予
定
地
は
多
く
の
法
令
に
よ
り

自
然
保
護
優
先
の
規
制
が
あ
り
、
必
要
最
少
限

の
規
模
と
し
て
設
計
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
大
規

模
電
気
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、

現
時
点
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

Ａ Q

Ａ

Q

就学援助受給者数

南アルプス市の各指標でみる子どもの数

＊人口はH30年6月6日時点 児童扶養手当と就学援助はH29年度末の値

児童扶養手当受給者数
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市営住宅の今後の計画

河野  木綿子 議員
（公明党）

中込  恵子 議員
（新生かがやき）

公共施設再配置に伴う
費用削減効果

質疑の
主 題

質疑の
主 題

そ
の
た
め
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
市
営

住
宅
へ
の
、
住
み
替
え
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
営
住
宅
の
在
り
方
と
し
て
は
、
既
存
住
宅

の
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
や
、
社
会
情
勢
及
び
需
要

等
の
変
化
を
踏
ま
え
、
管
理
戸
数
の
縮
小
を
図

り
つ
つ
、
一
部
団
地
の
建
替
え
な
ど
に
よ
り
、

適
切
な
管
理
戸
数
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
。

今
後
、
保
健
福
祉
部
な
ど
関
係
部
局
と
の
連
携

を
図
り
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　

市
営
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方

　
　
　

を
地
域
共
生
社
会
の
観
点
か
ら
今
後
の

管
理
計
画
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　

市
営
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て
平
成  

　
　
　

24
年
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
。
市
営
住

宅
に
住
む
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
た
が
、
平
成
28
年
の
市
長
答
弁
か
ら
２
年

経
過
し
て
い
る
が
、
市
営
住
宅
の
在
り
方
も
含

め
最
終
方
針
を

ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
　
　

市
営
住

　
　
　

宅
の
大

半
が
、
年
数
が

経
過
し
古
く
、

老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
　
　

今
議
会
の
市
長
説
明
要
旨
に
よ
る
と
、

　
　
　

本
市
の
公
共
施
設
再
配
置
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
再
配
置
を
実
施
し
た
場

合
、
以
前
の
市
庁
舎
移
転
新
築
を
前
提
と
し
た

再
配
置
計
画
よ
り
も
費
用
削
減
効
果
が
半
分
に

な
っ
た
背
景
と
そ
れ
に
対
す
る
市
長
の
所
見
を

伺
う
。　
　
　

　
　
　

当
時
の
基
本
的
な
方
針
は
、
本
庁
舎
及

　
　
　

び
西
別
館
、
甲
西
支
所
、
白
根
支
所
に

あ
る
市
役
所
機
能
を
新
庁
舎
に
移
転
、
西
別
館

と
社
会
福
祉
会
館
は
取
り
壊
し
、
若
草
支
所
を

廃
止
・
貸
与
、
な
ど
、
１
万
８
千
㎡
を
削
減
す

る
計
画
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
庁
舎
を

改
修
・
増
築
と
し
た
再
配
置
計
画
で
は
、
多
く

の
既
存
建
物
を
残
す
が
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
57
年
度
ま
で
に
延
床

面
積
を
約
20
％
、
５
万
５
千
㎡
削
減
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
よ
り
一
層
、
公
共
施
設
の
総
量
削

減
に
努
力
す
る
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
増
設

　
　
　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
整
備
に
、
当
初
財

　
　
　

源
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
補
助
金
が
交

付
対
象
外
と
な
り
、
財
源
を
合
併
特
例
債
へ
変

更
と
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
作
る
必
要
が
あ

る
施
設
な
の
か
。
市
民
の
ご
く
一
部
と
し
か
交

流
の
な
い
、
財
源
回
収
も
見
込
め
な
い
も
の
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　

本
市
の
滞
在
型
市
民
農
園
に
よ
る
都
市
・

　
　
　

農
村
の
交
流
は
、
全
国
的
に
み
て
も
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
る
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ

Q

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
に
よ
る
社

　
　
　

会
的
孤
立
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
公
営
住
宅
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
か
ら
も
、

入
居
者
の
方
々
に
、
近
隣
の
公
営
住
宅
並
び
に

民
間
住
宅
へ
の
住
み
替
え
を
斡
旋
し
て
い
く
。

生
活
環
境
の
変
化
を
伴
う
課
題
で
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
に
配
慮
し
た
対
応
に
よ
り
、
丁
寧
に

説
明
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

〇
合
併
後
に
お
け
る
市
内
保
育
所
の
園
服
や
用

　

具
等
の
統
一
化

〇
消
防
団
で
所
有
す
る
消
防
自
動
車
に
係
わ
る
準

　

中
型
免
許
の
新
設
に
伴
う
補
助

Ａ

Q

棟が拡充されるクラインガルテン（中野エリア）

解体予定の市営住宅



　
　
　

産
業
経
済
の
減
速
に
よ
る

　
　
　

土
地
需
要
の
落
ち
込
み
に

対
応
し
た
、
都
市
計
画
に
基
づ
い

た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

　
　
　

未
利
用
地
対
策
と
し
て
打

　
　
　

ち
出
さ
れ
た
立
地
適
正
化

計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
社
会
の
進
展
な
ど

に
伴
う
土
地
「
あ
ま
り
」
に
も
対

応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
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新市建設と持続型社会
に対応した都市計画に
関するまちづくり

矢﨑  俊秀 議員
（市民創政の会）

飯野  久 議員
（民生クラブ）

観光は観光地を創り出す
総合産業である

質疑の
主 題

質疑の
主 題

い
て
規
制
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。

　
　
　

ト
ラ
イ
ア
ル
周
辺
地
域
を
は
じ
め
白
根

　
　
　

の
ビ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
や
櫛
形
地
区
の
第

一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に
立
地
す
る
商
業

施
設
な
ど
の
既
存
不
適

格
に
関
す
る
課
題
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　

本
市
の
都
市
計

　
　
　

画
上
の
課
題
は
、

既
存
不
適
格
や
無
秩
序

な
土
地
利
用
へ
の
対
応
、

未
整
備
・
未
着
手
の
都

市
計
画
道
路
の
取
扱
い

や
無
指
定
区
域
内
に
お

　
　
　

本
市
の
観
光
の
基
本
的
施
策
は
ど
の
よ

　
　
　

う
な
も
の
か
、
ま
た
誰
が
主
体
と
な
っ

て
実
行
す
る
の
か
。
観
光
に
つ
い
て
各
部
局
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　
　

既
存
の
観
光
資
源
に
加
え
新
た
な
観
光

　
　
　

地
を
創
り
出
す
必
要
性
は
充
分
認
識
し

て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
緩
衝
地
域
拠

点
と
し
て
櫛
形
山
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
を
整
備
し
森

林
環
境
教
育
を
推
進
す
る
。
更
に
南
甘
利
山
一

帯
整
備
は
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
移
行
地

域
の
拠
点
と
し
て
「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業

拠
点
」
を
位
置
づ
け
る
。

　

通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
具
体
策

と
し
て
「
着
地
型
観
光
支
援
事
業
補
助
金
」
を

新
設
し
た
。
こ
れ
ら
施
策
は
市
全
体
が
主
体
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

観
光
の
拠
点
と
な
る
べ
き
観
光
協
会
の

　
　
　

位
置
づ
け
お
よ
び
今
後
の
あ
り
方
、
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

観
光
協
会
は
今
後
情
報
発
信
や
果
樹
観

　
　
　

光
の
受
入
に
留
ま
ら
ず
、
観
光
振
興
の

中
核
と
し
て
民
間
企
業
、
市
民
団
体
、
市
民
と

共
に
新
し
い
役
割
を
果
た
す
組
織
と
し
て
位
置

づ
け
る
よ
う
見
直
し
た
。
な
お
、
観
光
協
会
と

観
光
商
工
課
は
協
力
し
て
観
光
の
Ｐ
Ｒ
事
業
、

観
光
資
源
開
発
等
を
実
施
す
る
体
制
と
し
、
組

織
形
態
は
自
立
す
る
組
織
と
し
て
は
求
め
な
い
。

　

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
導
入
に
つ
い
て
は
、
観
光
協

会
と
の
組
織
課
題
、
自
立
組
織
と
し
て
の
安
定

的
運
営
資
金
確
保
等
の
課
題
が
多
い
の
で
調
査

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

〇
環
境
教
育
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の

　

関
連
性

〇
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
確
立
支
援
事
業

〇
観
光
地
支
援
メ
ニ
ュ
ー

〇
観
光
地
地
域
づ
く
り
実
践
プ
ラ
ン

〇
南
の
安
藤
家
住
宅
、
北
の
矢
崎
家
住
宅
を

　

観
光
に
活
か
す
よ
う
な
整
備

〇
観
光
協
会
の
経
営
改
善

○
政
策
の
立
案
が
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
は

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リ
ニ
ア
沿
線
の
民
事
調
停

　
　
　

当
事
者
間
の
解
決
が
困
難
と
の
判
断
か

　
　
　

ら
、
南
ア
ル
プ
ス
市
リ
ニ
ア
対
策
協
議

会
は
民
事
調
停
を
甲
府
簡
易
裁
判
所
に
申
し
立

て
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

　
　
　

本
市
の
大
切
な
市
民
が
「
止
む
に
止
ま

　
　
　

れ
ぬ
」
判
断
に
至
っ
た
中
で
、
民
事
調

停
を
申
し
立
て
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

民
事
調
停
の
成
り
行
き
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
沿
線
市
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
が
保
全
さ

れ
る
よ
う
に
、
最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Ａ Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

QＡ

白根地区の南アルプス BIG ステージ
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 ■平成29年度 行政視察の受入状況

視察受入日 自治体名称 委員会・会派名称等 人数 行政視察内容 事業所管課（室・局）

７月21日 茨城県 東海村　 文教厚生常任委員会 12
東海村で建設予定の（仮称）歴史と未来の
交流館建設に伴う先進地視察のため

教育委員会  文化財課

10月５日 大分県 佐伯市 政策研究会 10 南アルプスユネスコエコパークについて 農林商工部  観光商工課

10月６日 北海道 岩見沢市 経済建設常任委員会 8 都市公園事業について 建設部  都市計画課

10月11日 宮崎県 延岡市 総務財政委員会 10
南アルプスユネスコエコパーク登録後の
取り組みについて

農林商工部  観光商工課

10月31日 沖縄県 宜野湾市 経済建設常任委員会 8 景観計画について 建設部  都市計画課

11月16日 宮崎県 小林市 三心会 2 食のセーフティネット事業について 保健福祉部  福祉総合相談課

２月28日 茨城県 常陸太田市 未来創政クラブ 12 有害鳥獣被害対策の取り組みについて 農林商工部  みどり自然課

 ■６月定例会において可決された議員提案・委員長提案による意見書
洪水回避等を目的とした
流量確保のための中小河川の河道掘削の
予算の確保を求める意見書

　近年、中小河川の被害として、土砂の流入による河床
上昇や流木等による橋梁での河道埋塞などが発生してお
り、河床が上がっていることが洪水発生の原因となって
いる。そこで国土交通省は、中小河川の豪雨対策を強化
するため、「中小河川緊急治水対策プロジェクト」を取り
まとめ、河道掘削を氾濫防止対策として盛り込んだ。し
かし、このプロジェクトは概ね 3 ヵ年の時限的措置であ
り、河道掘削の対象箇所も限られている。
　今回の緊急治水プロジェクトが、中小河川を管理する
地方自治体にとって真に活用しやすい施策となるよう、
下記の事項を求める。
１　平成 29 年度補正予算で約 1,300 億円が盛り込まれ
　　ているが、次年度以降も地方自治体の要望を踏まえ、
　　十分な予算を確保すること。
２　河道掘削の対象箇所を「重要水防区間のうち、近年、
　　洪水により被災した履歴がある区間」と限定してい
　　るが、対策箇所の拡大も含め検討すること。
３　概ね３ヵ年の時限的措置であるが、恒久的な制度と
　　なるよう検討すること。
＜提出先＞　内閣総理大臣　安倍晋三  様　　　
　　　　　　国土交通大臣　石井啓一  様

核兵器廃絶と世界の恒久平和の
実現を求める意見書

　2016 年４月、日本と世界の被爆者９名が「人類は今、
破滅への道を進むのか、命輝く青い地球を目指すのか岐
路に立たされている。1945 年８月６日と９日、米軍が
投下した２発の原爆は、一瞬に広島・長崎を壊滅させ、
数十万の人びとを無差別に殺傷した。もうこんなことは、
たくさんである。被爆から 11 年後の 1956 年８月に被
爆者が長崎に集まり、日本原水爆被害者団体協議会（日
本被団協）を結成し、ふたたび被爆者をつくるなと訴え
つづけてきた。しかし、地球上では今なお戦乱や紛争が
絶えず、罪のない人びとが命を奪われている。核兵器を
脅迫に使ったり、新たな核兵器を開発する動きもある。
　核兵器は、地球を死の星にする悪魔の兵器である。被
爆者は、核兵器を禁止し廃絶する条約を結ぶことを、す
べての国に求める。」と世界に呼びかけた。
　核保有国と非核保有国との対立が深まる国際情勢の中、
唯一の戦争被爆国として日本は、双方の「橋渡し役」となっ
て「核廃絶」にむけて積極的に働きかけ世界の恒久平和
実現に努力するよう求める。
＜提出先＞　内閣総理大臣　安倍晋三  様　　
　　　　　　衆 議 院 議 長 　大島理森  様　　
　　　　　　参 議 院 議 長 　伊達忠一  様

　南アルプス市議会では、各種事業について、他県、市議会関係者の皆さまから
の行政視察の受入を行なっています。
　平成29年度は、下表のとおり、全国から７団体の議会議員の方々が、本市が
現在行なっている各種事業の内容などについて視察されました。
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 ■平成29年度 政務活動費成果報告会を開催
　政務活動費成果報告会を年２回開催しました。各会派から活動報告があり、先
進自治体の取り組みや、画期的な事案などを紹介しました。本市に活用できる政
策や成功している事例の発表のほか、研修会での学習内容を活用して、本市の財
政状況の分析を行うなど、議員相互の情報共有とスキルアップを図りました。
　（政務活動費成果報告会は傍聴できますので、市民の皆様もぜひお越しください。） 政務活動費成果報告会のようす

支出額 月　日 行政視察先 内容等

H29/8/3，4
福島県 南相馬市
福島県 伊達市

災害時における議会対応
行政改革におけるDTI

H30/1/24～26
大分県 杵築市
大分県

定住促進「人生まるごと応援プラン」
大分農業文化公園

H29/8/22～24
北海道 釧路市
北海道 根室市
北海道 網走市

議会改革
議会改革・通年議会
農産物のブランド化・特産品に対する取り組み

H30/1/17～19

京都府 綾部市
滋賀県 大津市
（全国市町村国際
　文化研修所）

空き家対策　空き家活用定住促進事業
市町村議会議員研修
地方自治体の財政運営と議員の役割
 ～健全化判断比率を中心に～ 

H29/8/17～19

富山県 射水市

富山県 富山市
富山県 魚津市

協働のまちづくり
（地域提案型市民協働事業・公募提案型市民協働事業）
富山型デイサービス推進事業
魚津市民バス運行事業

H30/2/13～15

茨城県 牛久市
千葉県 野田市

千葉県 我孫子市
千葉県 君津市

ポケットファームどきどきつくば牛久店
環境にやさしい農業の実践
（堆肥センター・玄米黒酢農法・冬期湛水水田）
新規就農者育成事業
文化のまちづくり市税１％支援事業

H29/7/18～20

福島県 須賀川市
宮城県 東松島市
宮城県 石巻市

イメージアップ戦略（ウルトラマン関連事業）
“絆交流”から育む観光地域づくりプロジェクト
災害時の議会対応
仮設住宅のコミュニティ支援

H30/1/15～17
宮崎県 綾町
宮崎県 都城市
宮崎県 日南市

綾ユネスコエコパークの取り組み
都城市ＰＲ推進事業
テナントミックスサポート事業

H29/5/8，9

栃木県 栃木市

福島県 会津若松市

新たな地域自治制度
市有地の売払い
市民協働アイデア募集事業
会津若松市行政提案型協働モデル事業

H30/2/13
文部科学省
築地 東京シティ青果㈱

男女共同参画
豊洲市場

＜広報誌発行＞民生クラブだより

H29/10/18～20
熊本県 熊本市
宮崎県 宮崎市

熊本農業振興地域整備計画
宮崎市農林水産業振興計画

H29/11/20 山梨県 甲府市 甲府市農業マスタープラン

H30/2/14，15
愛知県 岡崎市
岐阜県 下呂市

岡崎ビジネスサポートセンター《Oka-Biz（ｵｶﾋﾞｽﾞ）》
来たれ！農業人就農支援事業

H29/5/24 静岡県 袋井市 おいしい給食課・中部学校給食センター

＜広報誌発行＞活動及び平成29年6月定例会報告

市民創政の会
（3人）

調査研究費
412,911

日本共産党
南アルプス市議団
（2人）

調査研究費
13,189
研修費
103,020
広報費
243,791

調査研究費
647,153

未来の風
（4人）

会派名

調査研究費
513,052
研修費
68,630

市民クラブ
（4人）

調査研究費
536,687

新生かがやき
（3人）

公明党
（3人）

調査研究費
451,372
資料購入費
6,480

民生クラブ
（3人）

調査研究費
215,597
広報費
299,098
資料購入費
1,080

H29/8/9

H29/11/16

H30/1/25，26 東京都 立川市

＜広報誌発行＞活動及び平成29年9月定例会報告

合併自治体検証・財政特別講座

H29/11/15

 ■平成29年度 政務活動費支出内容一覧表　　　　　　　    

◆交付額は月額15,000 円に会派の人数を乗じた金額となります。   （単位：円）
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議  会  活  動

　友好姉妹都市である東京都小笠原村にて、小笠原諸島
返還50 周年記念式典が６月30日に開催され、河野木綿子
総務常任委員長が出席しました。

　６月30日に、南アルプスの開拓者「竹澤長衛」翁の遺
徳を偲び、安全な登山を願う「長衛祭」が北沢峠で開催さ
れ、西野浩蔵議長と清水重仁産業土木常任委員長が出席
しました。
　式典終了後には、場所を大平山荘に移して座談会が開
催され、山岳観光や自然環境について話し合いがされま
した。

　南アルプス市議会西野浩蔵議長が、平成 30 年度関東市
議会議長会の副会長に就任いたしました。
　5 月15日には新旧正副会長会議が会長市である東京都
調布市にて開催され、事務等の引継を受けました。
　今後、平成 31 年 1 月 24 日には、本市にて関東支部長
会議を開催する予定です。

▲

▲

▲

　現在進められている桃源文化会館の改修工事の際に、
内部の鉄筋コンクリート部分に不良箇所が判明したとの
ことで、現地を視察し、建物の強度や安全性を確保する
ための調査・修繕計画について、６月20日に教育委員会
生涯学習課より説明を受けました。

 ■平成29 年度 議長交際費
　平成29年度に支出した議長交際費をお知らせします。
◆議長交際費とは議長が議会を代表して各種行事など対外的な活動をするために要する経費です。  

項目 
支出先 

会費・協力 お祝い 弔 慰 お見舞い 合 計 

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 

各種団体 9 71,483  6 30,000      15 101,483  

そ の 他     26 163,500  2 20,000  28 183,500  

合  計 9 71,483  6 30,000  26 163,500  2 20,000  43 284,983  

※平成29年度の交際費は43件で、284，983円となりました。

 

  （単位：円）

▲
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●第３回定例会の会期予定

８月31日…………… 本会議（初日）

９月  ６日 ～ ７日 …… 代表・一般質問

　    10日～18日…… 常任委員会

   　  27日…………… 本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式に
　決定されます。

みなさんの傍聴をお待ちしています！
※事前の申込は不要です。
　委員会も傍聴できます！

●第２回定例会の傍聴者数：43 人
    ※報道関係者13 人は除く
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委  

員  

長
／
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櫻
田 

力
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中
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恵
子
　
　
　
　  

村
松 

三
千
雄
、
野
中 

國
幹
、
北
村 

千
代
子

　
　
　
　

市議会に対する意見や、『議会だより』の感想
をお寄せください。（書式・様式は問いません。
ただし、原稿は 400 字以内にまとめてください。
メールやファックスでも受け付けています。）

山 の シ ー ズ ン 到 来 南 ア ル プ ス 
開 山 祭

　６月 23 日（土）「2018 南アルプス
開山祭」が広河原で行われました。
　南アルプス先駆者の偉業への感謝
の意と、入山者の安全登山を祈念し
て献花や「蔓はらい」のセレモニーが
行われました。

献花する西野浩蔵議長

案内役となり蔓をはらう矢﨑俊秀産業土木常任副委員長

市民から  ひ・と・こ・と
大木 由子 さん
地区●藤田

　桜・梅・桃・李など四季折々を感じられ、堂々と聳え立つ富士山を

仰げるこの街を気に入り、十数年前に越して来ました。今は環状道路

や中部横断道など交通の便も良く、どこへ行くにも、どこから来ても

便利な地域となりました。

　合併して 15年。この広大な地域に更に多くの方が移住され、雇用

を生み出し、子育てしやすい、また次の世代が誇りを持てる魅力ある

南アルプス市に発展することを期待してやみません。

 か  い     ざ  ん     さ  い


